
表 1  1 時間の授業で使用する中心教材 

「特別の教科 道徳」に対する教員の意識と取り組み 

―道徳教育に関する全国アンケート調査の結果に基づいて― 

範 蘭心（東京学芸大学），永田 繁雄（東京学芸大学） 

 

1.はじめに 

道徳の授業が道徳の時間から「特別の教科 道徳」(以下，道徳科)へと位置付け直され，

小・中ともに教科書使用による全面実施となって 5年を超えた。その間，学校現場では，コ

ロナ禍の不測の事態を超え，様々な変化や新たな課題も生じてきた。そこで本研究は，この

ような状況下での実施の現状や，教員の意識等を広く把握し，今後の指導の一層の改善・充

実等に役立てられるようにすることを目的として実施した。 

2.調査方法 

■調査手続き 「2023年版全国学校データ（NPO法人 教育ソリューション協会）」の全国学

校リストより系統抽出法を用いて抽出された小・中学校，義務教育学校と中等教育学校計

3622校を対象として，1校あたり最大 7名の教員が回答対象とされた。令和 5年 12月に依

頼状を郵送し，調査協力者にＱＲコードから Google Formにアクセスして回答してもらい，

回答期限は令和 6年 1月の月末までとした。 

■調査内容 調査協力者に，①回答者の属性および勤務校状況，②道徳の授業での取組，③

道徳の授業について感じていること，④道徳の時間が「特別の教科」である道徳科への変化，

⑤道徳の内容（内容項目）について重視したいこと，⑥道徳の授業の充実についての考え，

⑦道徳教育全体や道徳科の指導の充実についての考え，について尋ねた。 

3.結果・考察 

■回答者の属性および勤務校状況 

合計 1527件の回答が収集でき，担当する学年によって小学校教員と中学校教員に分けた

ところ，小学校は 848名で，中学校は 679名であった。 

以下，調査の集計結果より，その一部を示し，その回答傾向を検討する。 

■道徳の授業における取組 

調査協力者が 1時間の授業で使用する中心教材の状況について，表 1に示した。 

小学校の場合，1時間の授業の中心教材に教科書のみ使用する教員が半数以上を占めたが，

中学校の場合は教科書以外も使用

する教員が半数を超えていた。 

また，「1時間の授業の中心教材と

して、教科書以外も使用することが

ある」と選択した教員が本年度の調

査時点までに用いた教材に関して，

学校種別の件数を図 1に示した。 

 

 

 

 

 図 1 教科書以外使用することがある教材（複数回答可） 
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インターネットによる情報

パソコン用アプリケーション

録音教材・ＣＤ（音声）等

ＤＶＤ・ＶＴＲ教材（道徳番組以外）

ＮＨＫ道徳番組（録画を含む）

人形劇教材（紙人形、パネルシアター）

紙芝居（掛図・大型絵）

写真（デジタル写真を含む）

図書の本（書籍・雑誌）

新聞記事

「私たちの道徳」(文部科学省)

自作（学校作成）の資料

都道府県、市町村等の資料

以前の道徳用副読本

小学校 中学校

 
小学校 中学校 

n % n % 

教科書のみ

使用 
461 54.4% 290 42.7% 

教科書以外 

も使用 
387 45.6% 389 57.3% 

 



■道徳の時間が道徳科に変わったことに伴う教員の意識の変化 

調査協力者 1527名のうち，以前の道徳用教科書を使用しない頃の道徳の時間の指導経験

がある教員は 907 名であった。その教員が感じる道徳の時間から道徳科への変化の結果を

図 2に示した。 

 

■道徳科の指導の充実についての考え 

調査協力者が道徳科の質的改善について特に重視したいと考えること（3つ）と，社会的

な課題や子どもの心の成長に関わる課題の中で特に重視したいと考えること（3つまで）を

図 3と図 4に示した（これらの回答傾向の特徴は当日の報告の中にて示す）。 

 

※「道徳の授業について感じていること」「道徳の内容（内容項目）について重視したいこと」および 

「道徳教育全体や道徳科の指導の充実についての考え」については，当日資料をご覧ください。 

4.おわりに 

 本研究によって，全国の小・中学校段階の教員が道徳科の誕生によって感じる意識や，授

業の実施の様子，その改善への期待の方向などが把握できた。今後，さらに重層的な分析を

試み，道徳教育の一層の改善の検討に役立つ結果となるよう整理していくこととする。 

※本研究は，本学の上廣道徳・倫理教育研究開発推進室における取組の一つです。 
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⑩授業を通して、子どもの変化の

手応えをより感じるようになった。

⑨他教科等に比べて道徳の授業が

軽視される風潮が少なくなった。

⑧教師が多様な授業展開を

工夫するようになった

⑦授業時数を十分に確保して指導

することができるようになった。

⑥より計画的、体系的な指導が

行えるようになった。

⑤育てようとする子ども像をより

意識して指導するようになった。

④道徳の授業についての

教師の意識が高まった。

③子ども同士による話合いや

議論が活発になった。

②子どもが道徳授業が

いっそう好きになった。

①子どもの道徳授業への

学習意欲が高まった。
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図 2 道徳の時間から「道徳科」への変化について（N =907） 

図 3 道徳科の質的改善について特に重視したいと考えること 
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道徳授業の「カリキュラム・

マネジメント」

子どもの「主体的・対話的

で深い学び」

子どもが自らの「納得解」

を見出していく学習

子どもが「自分事」として

考えを深める学習

子どもが「生き方について

の考え」を深める指導

子どもが「多面的・多角的」

に考えを深める指導

「道徳的価値の理解」

を促す指導

「体験的な学習」

「問題解決的な学習」

「自我関与」が中心の学習

小学校 中学校

図 4 子どもに関わる課題の中で特に重視したいと考えること 
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特にない

「伝統や文化の尊重」に

ついて考えを深める指導

子どもの「ウェルビーイング

（幸福観・幸福度）」を高める指導

子どもの「エージェンシー

（Agency～主体性）」を生かす指導

「ＳＤＧｓ」を意識した指導

「対話型ＡＩ（生成ＡＩ）」

を生かす指導

「情報モラル」に関して

考えを深める指導

子どもの「いじめ問題」の

深刻化に向き合う指導

子どもの「自尊感情」や

自己肯定感を高める指導

小学校 中学校


